
 

 

 

➀ 図上調査による選定基準により、市域の中から法的規制区域等を除外した１０箇所の

建設可能エリアを抽出し、さらに条件を追加して５箇所に絞り込みを行った。  
 
➁ 第４回委員会として、５月１３日、１５日に建設可能エリアの現地確認を実施した。 
 
➂ 建設可能エリア内の中で、亘理名取共立衛生処理組合（以下「組合」）より提示された

選定要件（下記に別掲）から、市として次の点を考慮し絞り込みを行った。 
 
＜建設可能エリアから候補予定区域の抽出＞ 

ア）各建設可能エリア内の特性を踏まえ、組合より条件提示された埋立容量を一団の 

区域として確保できること。 

イ）既存の道路とのアクセス性が良い区域であること。 

ウ）周辺のため池、基幹水路等への影響が少ないと思われる区域であること。 

 

 

 

 

 

 

 
 
➃ 絞り込んだ候補予定区域について、市議会へ説明を行なった。 

その後、下記の要望を付記し、令和６年８月３０日に組合へ詳細調査を依頼した。 
 
 ＜詳細調査における市から組合への要望事項＞ 

ア）最終処分場の整備工法は、地域の生活環境への影響が少なく、住民同意を得やすい 

クローズド方式とすること。 

イ）浸出水の処理は、周辺の環境保全への影響を最小限に留めるよう、無放流または 

下水道処理とすること。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

➄ 組合では、２市２町からの選出議員で構成される組合議会へ、令和６年１１月２６日に

開催した全員協議会において市からの調査依頼に係る事前説明を行ない、１２月２５日

に開催した組合議会において詳細調査に係る補正予算が議決された。 

その後、詳細調査にかかる委託業務（新一般廃棄物最終処分場建設予定区域詳細調査業

務）を発注し、令和７年１月３０日に詳細調査の委託業者が決定した。 

   ※本日の委員会にオブザーバーとして同席 
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※第３回住民説明会で頂いたご意見については、別添 資料２ のとおり 

 


